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コロナ禍で過ごした猛暑も過ぎ、 季節は日ごとに秋の深まりを

感じさせます。 行楽の秋ではありますが、 私は Ｇｏ ｔｏ トラベ

ルキャンペーンを活用することもなく、 休日は家族とのんびりと

過ごしています。 皆さんも以前に比べると、 旅行 ・ 行楽の機

会が減り、 自宅で過ごす時間が多くなったのではないでしょう

か。▼さて、 のんびりというよりは、 むしろ少々時間を持て余

してしまっている私の休日ですが、 先日近くの本屋に立ち寄っ

た際に、 夏の新潮文庫の名残でしょうか、 ふと私の目にとまっ

たのは、 沢木耕太郎の 「深夜特急」 でした。 （若かりし大沢

たかお、 松島菜々子主演でドラマ化もされています） かれこ

れ２０年以上も前に読んだ作品でしたが、 今でも鮮明に記憶

に残っている作品の一つです。 ご存じの方も多いと思います

が、 主人公 「私」 （沢木耕太郎本人） が、 インドのデリーから

イギリスのロンドンまで、 路線バスだけを使用して一人旅を行う

という、 いわゆるロードノベルです。▼この “深夜特急” という

タイトルは、 アラン ・ パーカー監督の 「Ｍｉｄｎｉｇｈｔ Ｅｘｐｒｅｓｓ」 と

いう映画のタイトルが由来とのことです。 映画中で 「Ｍｉｄｎｉｇｈｔ 

Ｅｘｐｒｅｓｓ（深夜特急） に乗る」 とは、 「刑務所からの脱獄」 を

示す隠語として使用されていました。 ２０数年ぶりに本書を読

み返してみて、 主人公の 「私」 同様、 ほんのひと時ではあり

ましたが、 閉塞した日常から解放され、 久しぶりに自由な気

持ちになり、 また高揚した気分になりました。▼いつか、 新型

コロナウイルスのような感染症に怯えることなく、 以前のように

自由に旅ができ、 自由にどこへでも行くことが出来る日々が

戻ってくるのを待ち遠しく、 今はじっと力をためて深夜特急を

待つことにします。 　　　　　　　　　　　　　　文責 ： 中野　雅則

撮影地 ： 愛知県春日井市　愛岐トンネル群　　撮影日 ： 平成３０年１１月２５日
提　 供 ： 大村 麻由美 氏 （株式会社環境公害センター）

コメント ： 春と秋の年２回だけ特別公開される愛岐トンネル群。 その廃トンネルを抜けた先にある県下最大の大モミジです。
　　　　　　カメラに入りきらずその大きさに圧倒されました。

「三四五の大モミジ」
み　　よ　　い
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　令和２年８月３１日に愛知県環境部、豊橋市環境部、

豊田市環境部、岡崎市環境部と当協会による災害時に

おける環境調査訓練を実施いたしました。本訓練は、

平成２８年のアスベスト大気環境調査訓練にはじまり、

今回で５回目(表１)となりました。

　本訓練は、「災害時における化学物質等の調査に関

する協定」に基づくもので、訓練の内容は、阪神・淡路

大震災や東日本大震災のような大規模地震時に多くの

建物が倒壊した実例から、大規模地震により県内広域

で複数の事業所から有害物質（シアン化合物、六価ク

ロム化合物等）が河川に流出し、水質汚濁が懸念され

る状況を想定したものです。

　なお、災害時における水質汚濁としては大規模地震

に起因するものだけでなく、２０１９年（令和元年）８月の

九州北部の豪雨災害で発生した油流出、同じく２０１９

年（令和元年）１０月の台風１９号による河川の氾濫によ

るシアン化ナトリウム流出などの事案は皆様の記憶に新

しいことと思います。

　今回の訓練の実施場所は、愛知県環境部では新川

の新川橋、豊橋市環境部では梅田川の御厩（おんま

や）橋、岡崎市環境部では六斗目（ろくとめ）川の六斗

目橋、豊田市環境部では逢妻女（あいづまめ）川の御

乗替（おのりかえ）橋の計４か所で実施しました。訓練の

内容は、河川水および底質中の重金属類やダイオキシ

ン類、河川流量としましたが、地域の実情にあわせて自

治体ごとに調査対象項目の選定が行われました。な

お、今回の訓練参加会員は、調査項目にダイオキシン

類が含まれていたため、災害協力認定会員（４９会員）

のうちＭＬＡＰ認定事業者７会員の中から４会員（表２）

が参加しました。

　訓練当日は午前９時３０分前後に４自治体それぞれか

ら協会事務局に調査要請の連絡が入り、直ちに災害緊

急時対応委員であるブロック長に要請内容が伝えられ、

訓練参加会員に調査協力が要請されました。

　訓練参加会員は調査地点に出向き、橋梁上部または

河道内に立ち入って河川水や底質試料の採取を行い

ました。その後、会社にもどり調査結果(模擬結果)をとり

まとめて電子メールで各自治体と協会事務局に送信す

るとともに電話による調査結果の連絡を行いました。訓

練当日の夕方には訓練参加会員からすべての結果が

協会事務局に届き、その後、協会から４自治体へそれ

ぞれの調査結果の最終報告を行い、１日の訓練は終了

しました。

大規模地震災害を想定した
河川水環境調査訓練

災害緊急時対応委員長 林　昌史

実施年度

平成

訓練内容

有害大気汚染物質（ベンゼン、トルエン等）

空間放射線量調査

河川水環境 ( 重金属類、ダイオキシン類等 )

アスベスト大気環境調査

アスベスト大気環境調査年

平成

平成

令和

令和

年

年

年

年

２８

２９

３０

元

２

表１　これまでの訓練実績

訓練地点

新川橋

訓練参加会員

株式会社イズミテック

株式会社東海分析化学研究所

一般財団法人東海技術センター

株式会社環境科学研究所

御厩橋

六斗目橋

御乗替橋

河川名

新川

梅田川

六斗目川

逢妻女川

表２　訓練参加会員

自治体からの要請内容の伝達（協会事務局）

訓練実施状況（愛知県：新川橋）
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◇ 企画・対外交流委員会

◇ 総務委員会

　過去４回の訓練では、自治体との訓練実施方法の詳

細な打合せは協会事務局および災害緊急時対応委員

が行い、その内容を訓練参加会員に周知するという方

法で訓練を進めてきました。一方、今年の訓練では、新

型コロナウィルスの感染拡大により自治体においても協

会においても集合しての打合せを避ける必要があった

ことから、訓練実施方法の詳細は訓練参加会員と自治

体が直接電話等で打合せを行うことで進めていただき

ました。災害発生時に自治体から要請があった場合の

現地調査実施に向けた打合せは、自治体と実施会員

の間で連絡・調整を行うこととなるため、今回の訓練で

の進め方は実際に災害が発生した場合に近い形となり

ました。また、調査対象は河川で統一していますが、調

査対象項目やスケジュールについては自治体ごとに設

定されました。この２点は過去４回の訓練と異なり、訓練

の進行が実際に近い形でとなった点でも意義のある訓

練になりました。

　また、訓練当日には岡崎市および豊田市の訓練地点

において報道機関の取材がありました。大規模地震だ

けでなく毎年のように水害や土砂災害が発生しているこ

とから県民や市民の関心が高く、本協定の社会的意義

と計量証明事業者としての使命を強く実感しました。

訓練実施状況（豊田市：御乗替橋）

訓練実施状況（豊橋市：御厩橋）

　本訓練の計画と実施にあたりましては、愛知県環境部

環境活動推進課様、豊橋市環境部環境保全課様、豊

田市環境部環境保全課様、岡崎市環境部環境保全課

様の全面的なご協力を頂いたことに深く感謝を申し上

げます。

　災害緊急時対応委員会では、今回の訓練で得られた

知見を今後に生かすとともに、災害協力会員の結束を

固め、有事に備えたいと思います。会員皆様のご理解

とご協力をお願いいたします。

　

　総務委員会では、恒例の「環境に関する喚起標語」

作品を来春に募集する予定です。特選作品は、令和３

年度の協会喚起標語として採用し表彰させていただき

ます。次回も皆様からの素晴らしい作品をお待ちしてお

ります。

　また、３月には「令和２年度景況調査」の実施も予定し

ておりますので、皆様のご協力をお願いいたします。

総務委員長　林　辰哉

　今年度の施設見学会が中止となったことから、９月に

予定していました第２回委員会も開催中止といたしまし

た。

　今年はコロナ禍により定時社員総会は書面開催とな

り、環境月間講演会も中止となりました。第３回委員会

(令和３年２月開催予定)では、来年度の各講演会講師

の選出を予定しています。

　ウイルス感染拡大防止に十分な配慮をして、会員の

皆様が多数ご参加できる有意義な企画、交流の場を提

供するよう努めて参ります。

企画・対外交流委員長　角　信彦

取材の様子（岡崎市：六斗目橋）



　精度管理研修会①【基礎統計コース】を７月９日に参

加者１５名にて開催し、株式会社東海分析化学研究所

夏目氏、株式会社ユニケミー今井氏、一般社団法人愛

知県薬剤師会小林氏の講師３名からPCを用いた演習

を交え統計的方法を学びました。

　９月１７・１８日には８名が参加して精度管理研修会②

【中堅実務コース】を開催し、上記の夏目氏と小林氏の

ほか、一般財団法人東海技術センター土屋氏及び菊

谷氏、愛知県立岡崎工業高等学校井上氏、株式会社

環境科学研究所牧原氏の６名にご講演頂きました。今

回はコロナ禍の影響で定例の交流会は残念ながら中止

としました。

　１０月２８日に環境測定分析新任者研修会をオンライ

ン開催で計画しています。また１１月２０日には環境計

量士等研修会を予定しています。

　多数のご参加をお願いいたします。

教育研修委員長　佐藤　博

　新型コロナウイルス感染症の影響で、広報ワーキング

グループ（以下、WGという）は８月２５日に書面で委員

会を開催しました。ホームページ（以下、ＨＰという）ＷＧ

は今年度の委員会を実施しておりません。

＜広報ＷＧ＞

　７月２０日に会報誌「あいかんきょう」１４４号を発行しま

した。また、本誌（１４５号）の編集内容を決定しました。

＜ＨＰＷＧ＞

　７月１３日に令和２年６月度新型コロナウイルス定点ア

ンケートの集計結果をＨＰに掲載しました。また８月１８

日に７月度を掲載しました。

　なお、本誌発送時に広告チラシを同封するサービス

は大変ご好評いただいております。賛助会員だけでな

く正会員も令和2年度は無料で利用できます。メールマ

ガジンサービスとともに愛環協の会員に向けた情報発

信ツールとしてご活用ください。

広報・ＨＰ委員長　濱地　清市

　

　令和２年度第２回技術委員会を令和２年９月下旬に

書面にて開催し、今年度の第１回共同実験および令和

３年１～２月に開催予定の勉強会について企画・検討

を行いました。

＜水質・土壌ワーキング＞

　模擬排水中のＢＯＤ、ＣＯＤを対象とした第１回共同実

験は５０社以上の会員にご参加いただきました。現在、
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結果の集計を進めており、１０月下旬をめどに中間報告

結果を愛環協ＨＰに掲載する予定です。なお、１２月に

は結果報告会の開催を予定していますが、新型コロナ

ウイルス感染防拡大防止の観点から、オンラインでの開

催も含め開催方法を検討中です。詳細が決まり次第、

ご案内しますので是非ご参加ください。

＜大気・臭気ワーキング＞

　今年度は令和３年１～２月に「排ガス用の分析計につ

いて（仮）」というテーマで勉強会を企画しております。

共同実験の結果報告会同様、オンラインでの開催も検

討中です。詳細が決まりましたら開催案内をお送りいた

しますので、多くのご参加をお待ちしております。

＜騒音・振動ワーキング＞

　令和元年度に開催できなかった勉強会を、「周波数

分析について」という昨年度と同じテーマで改めて実施

できるよう検討しています。実施時期は、令和３年２月を

予定し、会員の皆様が参加しやすいようにオンラインで

の開催ができるよう準備を進めていきますので、楽しみ

にお待ち下さい。

技術委員長　土屋　忍

　

　令和２年度第２回委員会を７月１７日、第３回委員会を

９月２３日に開催しました。第２回委員会では、８月３１

日に実施いたしました自治体との「大規模地震による災

害を想定した河川水環境調査の訓練」の実施に向けた

打合せを行いました。訓練につきましては無事に終える

ことができました。皆様のご協力に感謝をいたします。

　第３回委員会では、上記訓練の振り返りや反省点など

を話し合いました。また、１１月６日に開催を予定してい

る「災害時相互応援協定」の意見交換会の計画につい

ても打合せを行いました。同協定は愛環協をはじめ、福

島県、埼玉県、神奈川県、横浜市、大阪府、堺市の7つ

の県単・協議会で締結し、災害などの非常時において

締結団体がお互いに有する環境調査・分析などの測定

が円滑に行われることを目的にしています。そして、こ

の意見交換会は、締結団体が一堂に会して情報交換

や課題共有ができる大変貴重な場となっております。し

かし、開催時期における新型コロナウィルスの感染拡大

状況を見通すことは難しく参加者の安全を考えオンライ

ン会議形式による開催といたしました。

　愛知県では、今年で発生から２０年となる東海豪雨以

降、幸いにして大きな災害の発生はありませんが、今後

はいつ起こるかわからない災害に対して少しでも迅速

に確実に対応できるよう取り組んでまいりますので、引

き続き皆様のご協力をお願いいたします。

 災害緊急時対応委員長　林　昌史

◇教育研修委員会

◇広報・ホームページ委員会

◇技術委員会

◇災害緊急時対応委員会



⑤　第１４５号 あいかんきょう 令和２年１０月２０日

　私は、日常的に数値を取り扱う分析業務に携わって

います。データ（分析結果）の解析においては、客観的

な視点が常に必要であり、ツールとして統計処理を用

いることが有用であるということを認識していましたが、

今まで統計学を受講する機会は多くありませんでした。

分析結果の信頼性を確保するためにも、統計処理に関

する知識を深めるだけでなく、実践で活かせる様になる

事が重要であると思い、７月９日に開催されました「精度

管理研修会①（基礎統計コース）」に参加させていただ

きました。

　研修会では、「基本統計」「検定」「外れ値の検定」の３

部構成で行われ、それぞれパソコンを用いた統計処理

の実習を行いました。

　「基本統計」では、誤差の概念、測定値を統計処理す

る際の基本的な統計量の定義と計算、正規分布の性質

およびＥｘｃｅｌのデータ分析ツールによる統計計算につ

いて学びました。

　「検定」では、検定の手順、平均値の検定、平均値の

差の検定について学びました。検定とは、サンプルの

データから仮説を立て、その正否を統計学的に検証す

ることですが、その際に適切な統計量の選択と使い方

が重要であることを認識しました。

　「外れ値の検定」では、精度管理の外れ値の検定とし

てよく利用されているＧｒｕｂｂｓの検定と、Ｚスコアについ

て学びました。分析結果の信頼性を確保するために

は、精度管理が重要であり、外れ値を扱うことで、より正

確な数値を得ることができるということを認識しました。

　今回の研修会では、基礎的な事から講義を受けるだ

けでなく、例題を用いて実践することができましたので、

新型コロナウイルス定点アンケート
結果報告

総務委員　濱地　清市 

参考：愛環協総務委員会ホームページ　　　　　　　
（http://www.aikankyo.or.jp/iin_soumu.htm）

「精度管理研修会①（基礎統計コース）」

研修報告
一般社団法人愛知県薬剤師会 小泉　有理沙

研修会の様子

統計処理に関する理解をより深める事ができました。日

常の分析業務、調査等で得られたデータを、単に数字

の羅列として見るのではなく、対象の特徴を示す情報と

して、より客観的に見る事で、分析値の信頼性を確保で

きるよう努めていきたいと思いました。また、分析業務に

携わる者として、今回学んだ事を改めて復習し、日々の

業務に活かせるようにしていきたいです。

　新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナという）

の影響が長期化し、“Ｗｉｔｈコロナ時代”と呼ばれる状況

になりました。愛環協は、新型コロナに関連する会員の

皆さまへの影響や対応策を共有するため、今年５月か

ら３ヵ月間にわたり毎月アンケートを実施しました。ご協

力ありがとうございました。このアンケート結果を報告し

ます。なお詳細は、愛環協ホームページ内総務委員会

のページからご覧になれます。

　調査対象は正会員６８社で、有効回答が５月度４７社

（回収率69.1％）、６月度と７月度はそれぞれ３４社（回

収率50.0％）でした。

【令和２年４月分から６月分の売上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または受注・依頼件数】

　売上または受注・依頼件数を前年同月と比較し、新型

コロナの影響で売上等が10％以上減少した事業所の

割合は、４月分17.0％（８社）、５月分26.5％（９社）、６月

分11.8％（４社）となりました。政府の緊急事態宣言が

発出された４月から５月にかけて影響が広がり、宣言解

除を受けて影響が減少したと考えられます。

　また、会員事業所を「社外からの受注が50％以上」と

「社内（親会社やグループ会社を含む）から受注が50％

以上」の２つのグループに分けた場合の月ごとの影響

を図（次ページ）に示します。「社外からの受注が50％

以上」の事業所は「社内から受注が50％以上」と比べて

新型コロナの影響が小さくなっており、６月分ではほぼ

前年並みに回復しました。一方、「社内から受注が50％

以上」の事業所は、比較的影響が大きく、６月分でも新

型コロナの影響が残っています。

～令和２年５月度から７月度調査分～



⑥　第１４５号 あいかんきょう 令和２年１０月２０日

　

　そして日本化学工業協会（日化協）は、図７のように４

分の１の会員が研修事業に取り組みます。重複計数と

なりますが８団体が会員の事業又は業務関連の「基礎」

的な研修を、１７団体が事業や関連法の「動向」、３団

体が「資格」試験の準備・登録講習を行います。いくつ

かの団体の例を表４にしました。数え方にもよりますが

研修実施団体の半数は、顧客と一般の会員外も参加

対象にします。

６．１　研修会の課題

　愛環協は、会員の分析技術者育成支援等のため研

修を提供します。これまでに述べた内容から、①講師就

任者の偏りと引き受け手の少なさ、②参加者の減少、③

初心者が多く本来のカリキュラムに達していない、④カ

リキュラムの未整備、⑤テキストの未集成、⑥講習内容

の多さ又は欠落、⑦少ない研修時間などの課題のほか、

　 愛 環 協 の よ う な 業 界 団 体

は、多くが研修会を開催して

います。例えば１９９３年報告

の「業界団体の４割が技能訓

練研修を行う」とした調査があ

ります。

「教育研修委員会活動を振り返って」

株式会社ユニケミー　服部　寛和

（連載最終回：第４回）

連載

５．日化協会員の研修事業

６．教育研修の課題と対応

図７　日化協会員の研修事業
（ホームページに記載のない場合「未実施又は不明」とした）

基礎・動向
９％

未実施又は
不明
７５％

基礎
１％

動向
１１％
動向・資格
１％

資格
３％

【愛環協の研修会について】

　６月度のアンケートで愛環協の研修会について調査

しました。Wｅｂ研修会を開催した場合、73.5％（２５社）

の事業所が何らかのWeb会議ツールの利用で参加可

能でした。また新型コロナの影響を踏まえて今年度参

加予定又は開催を希望する愛環協の研修会は、「環境

計量士等研修会」が２２件（64.7％）で最も多く、次いで

「特別企画セミナー」１８件（52.9％）、「騒音・振動分野

の勉強会」１５件（44.1％）、「大気・臭気分野の勉強会」

１３件（38.2％）の順となりました。

【本アンケートの継続可否や頻度について】

　７月度のアンケートで本アンケートの継続可否や頻度

について調査しました。「２～３ヶ月に１度で実施する方

が良い」が44.1％（１５件）で最も多く、次いで「今後も継

続して毎月実施する方が良い」「半年に１度で実施する

方が良い」がそれぞれ23.5％（８件）となりました。

【総括】

　３ヵ月間の定点アンケートから政府の緊急事態宣言が

発出された４月と５月に影響が広がり、６月には全体とし

て回復基調となったものの、「社内から受注が50％以

上」の事業所を中心に影響が残る結果となりました。

　また多くの事業所で感染防止と事業継続の両立に苦

慮している状況を垣間見るとともに、様々な対策や取組

みを共有できたと思います。

　次回のアンケート調査は令和２年１０月度を予定して

おります。その後は新型コロナの感染拡大状況を考慮し

て理事会又は総務委員会が必要と判断した場合に実

施する予定です。アンケートを実施した場合、集計結果

はメール配信や愛環協ホームページを活用し迅速に速

報いたしますので、引き続き会員の皆さまのご協力をお

願いいたします。

図　会員事業所分類別の売上または受注・依頼件数の増減
　　（令和２年４月分から６月分）

注）グラフの( )内の数字は新型コロナの影響で売上又は
　　受注・依頼件数が増減した事業所数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6月分

5月分

4月分

20％増 10％増 変わらない 10％減 20％減 不明

90.5%、19社

69.6%、16社

75.9%、22社

3.4%、1社(0) 3.4%、1社(0)

4.8%、1社(0) 4.8%、1社(1)

21.7%、5社(4)

4.3%、1社(1)

3.4%、1社(0) 3.4%、1社

4.3%、1社

10.3%、3社(2)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6月分

5月分

4月分

20％増 10％増 変わらない 10％減 20％減 不明

44.4%、8社

63.6%、7社

61.5%、8社

5.6%、1社

27.8%、5社(4)

18.2%、2社(2)

15.4%、2社(2)

36.7%、3社(2)

18.2%、2社(2)

7.7%、1社

15.4%、2社(1)

5.6%、1社

社外から受注50％以上

社内から受注50％以上
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⑧法令やＪＩＳ等の情報提供などの要望があります。

　そして日化協会員を調査すると、研修は「基礎研修」

と「最新情報や法令など動向の提供」の二つを主体に

しているようです。

６．２　課題の対応

　従って今までの内容から今後の教育研修について、

次の二つの対応が考えられないでしょうか。

（１）求められる研修

　会員の要望を満たす研修は残念ながら正確に把握で

きません。研修会の毎回実施されるアンケート調査は、

参加者が対象であり不参加者の意見が反映されませ

ん。会員すべてを対象とするアンケートも検討していま

すが実施していません。しかし考えてみますと会員は、

それぞれがその状況に応じ方針や計画をたて従業員

教育を施し、それを補う研修を協会に求めるはずです。

故に会員の要望は、様々で収斂しないように思います。

　例年の環境計量士等研修会のアンケート回答は、参

加者の欲しい情報の一部を示します。それは会員が研

修に求める内容に繋がります。例えば平成３０年度のア

ンケートは、参加者の多くが①法改正情報、②ＪＩＳ改正

情報、③分析技術の講習を望むと回答しています。更

にアンケートに「精度管理の情報や講義」を求める回答

が寄せられます。

　日環協が５年毎に行う実態調査でも、協会企画の研

修に、基礎教育（Ｈ３０年度の調査）及び関連法令の研

修（Ｈ２５）を要望する回答が上位にきます。そして多く

の会員の抱える課題は、人材の確保（Ｈ２５）や育成・教

育（Ｈ３０）更に精度管理（Ｈ２５及び３０）を含みます。

加えて情報提供も協会の機能として求めています。

　そうしたことから表５の動向（情報）提供と基礎研修

を、協会主催研修の主体とするのは間違っていないで

しょう。

勿論会員それぞれがどう考えるかですが、今の研修の

仕組みを拡張し表５のように編成し直す一つの案が考

えられます。

（２）テキストの整備

　テキストは、講師自身の計画に合わせて作るのが、講

義し易く合理的です。講義の詳細は、講師が決めま

す。しかし受講者からみて現状の研修会のテキストが体

系的でなく中途半端なのは否めません。体系化された

日環協のテキストのような資料は、講師も利用し易い

し、時間の制約から研修会に欠落した単元を受講者が

自ら学習し補えます。

　一方業務時間内に講義準備ができないなど協会活動

に制約を受ける方もおり、お願いする講師に負担を強

いているのは確かです。

　故に愛環協の状況に釣り合いのとれた体系的な資料

を、テキストとして整備できればと考えます。今までの研

修会で講師が苦心し準備した貴重なテキストを、無駄

にしたくはありません。そのテキストを利用し講師の交

代そして新任講師への引継ぎの円滑化、そして研修単

元の明確化、更に内容修正と改良にも繋がる資料とし

ます。体系的に編集して、単年度でなく複数年度の履

修を可能にします。そうした講師負担を軽減し受講者に

参考となる資料を、これまでのテキストを少しずつ編集

を進め、作れないのかと思います。

表４　日化協会員の行う研修の例

動向
法令の改正・制定等の情報提供

基礎研修

最新機器及び新技術の情報提供

初心者教育として業務関連法の体系的な研修

精度管理（業務管理）の基礎知識 

表５　協会主催研修会の編成案

　　　　　　　　　　　　　　研修内容（一例）　　　　　団体名称

化成品工業協会

日本化学品輸出入協会

日本化学物質安全・情報センター

日本食品添加物協会

・人材育成プログラム：「化学会社で必要な基礎知識」など１６講座を開催

・化学品の貿易に関連する研修：航空輸送、海上輸送、通関など

・ケミカルビジネスエキスパート養成講座：ケミカルビジネスの必須最小限知識の解説

・化学品の法律、化審法及びＲＥＡＣＨなど外国の関連規制の説明会

・各国の化学物質規制について紹介する基礎講座

・食品添加物研修会：行政動向、業界動向、最新情報の提供

・新入社員及び学習希望者対象の食品添加物関係者の必要最小限の知識の基礎研修

　　：年 1回の研修を３年受講すれば添加物の全てを習得可能

・接着技術学校（通信講座とスクーリングで１年間；接着管理士の資格）日本接着剤工業会

日本塗料工業会 ・建築用塗料・塗装や水性化の動向、公共工事仕様書改定等紹介（建築士ＣＰＤ対象）

・カラーコーディネーター検定試験サポートセミナー
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　教育研修委員会の活動のなかで、研修会が会員そし

て受講者にとって有用な内容であるよう努力してきたつ

もりですが、残念ながら研修会の運用改良に留まりまし

た。

　現在の研修は、時間が少なく参加者に充分と言え

ず、一方で講師の負担も大きいと言えます。今思うと前

述の具体的な活動の議論を早く始めるべきであったと

反省しています。複数年かけて履修する体系的なテキ

スト及び基礎研修の整備が考えられなかったかと思うの

です。

　さてこれまで拙い記事をお読みいただきありがとうござ

いました。最後に協会そして教育研修委員会の活動が

益々活発になり発展することを祈り、報告とさせていた

だきます。

７．おわりに

【広報ワーキンググループより】
服部様には、第１４２号（令和２年１月）
から４回の連載を通して教育研修委員
会の活動とその課題について連載して
いただきました。１年間にわたる連載、
誠にありがとうございました。
この場をお借りして御礼申し上げます。

　事務局長に就任してから１年半が経ちました。普段の

私をご存じの方は、「無趣味でつまらない人間」と思わ

れている方も多いと思います。

　私は好奇心が旺盛で、気になったものには何でも手

を出してしまう悪いくせがあるため、趣味も含めて一つ

のことに没頭できません。そんな中で一つ挙げるとすれ

ば「鉄道」です（愛環協の中で初めてのカミングアウトで

す）。

　私の生まれ故郷・岐阜県揖斐川町には近鉄と名鉄の

駅があり、小さい頃から電車を見たり乗ったりすることが

好きだったことが鉄道趣味の始まりだったと思います。

　ちなみに、一つの市町村に近鉄と名鉄両方の駅があ

るのは名古屋市、弥富市、揖斐川町の３市町だけでし

たが、平成１３年に名鉄揖斐線が廃止され、近鉄も養老

鉄道に移管されたため、現在は少し寂しい姿になって

います。

　さて、鉄道趣味と言えば、「乗り鉄」「撮り鉄」「模型鉄」

等多くのジャンルがありますが、先に申し上げたように

「広く」「浅く」がモットー（？）の私ですので、「これ」と

いった特定のジャンルがありません。今回は、過去を振

り返って「乗り鉄」「初物鉄」「妄想鉄」についてお話しし

たいと思います。

　小さい頃から父にあちこち連れて行ってもらって、国

鉄線（当時）にはそこそこ乗っているつもりでしたが、大

学４回生の時（昭和５３年）に宮脇俊三さんの「時刻表２

万キロ」に触発され、それまで乗った（記憶のある）路線

と乗車キロを書き出してみたのが「乗り鉄への目覚め」

です。その結果は４９９３．０キロ、国鉄全体の４分の１弱

ということで、翌年から「乗りつぶし」を開始しました。

　東京・大阪近郊の「一筆書き乗車」など「乗りつぶし」

のみを目的とした乗車もありましたが、主には出張や旅

行の際に少し足を伸ばす、あるいは経路を工夫する、

などによって乗車キロを増やしていきました。

　 例 え ば 、 昭 和 ５ ６ 年 に 北 海 道 稚 内 市 に 日 食 を 見 に

行った時は、名古屋から高山線・日本海縦貫線・函館

線山線・天北線経由でまる２日かけて稚内にたどり着く

という経路を通りました。後日鉄道好きの上司に話した

ら、あきれていましたが、当時は全国各地に多くの夜行

列車が走っていたため実行できた「難行（奇行）」でし

た。

　また、平成１１年に新潟県庁に出張した際には、県庁

職員に最寄り駅（越後線の白山駅）まで送っていただく

ことになりましたが、そうすると越後線の新潟・白山の１

駅区間だけが未乗のまま残ってしまうため、事情を話し

て新潟駅まで送っていただいた、ということもありまし

た。

　こうした地道な努力（？）の結果、旧国鉄・ＪＲ合わせた

乗車キロは約１万２千キロとなりましたが、乗車後に廃

止・移管された路線の整理ができていないため、実際

はもっと少なくなります。そして、将来的には私鉄も含め

た国内鉄道の全線完乗を目指しており、最後は明知鉄

道の「飯沼」駅で達成できたら、と考えています。

　鉄道路線や列車が廃止される時、全国から多くのファ

ンが殺到します。特に最終日は「葬式鉄」とも言われる

ようですが、私はもの悲しい情景があまり好きではありま

せん（自分がお世話になった路線（高校時代の名鉄揖

斐線など）や列車（大学時代の急行「比叡」など）は別

で、「比叡」は最終日に名古屋から大阪まで往復しまし

た）。

　その反面、新しい物好きのミーハーなので、新線や新

駅の開業、新型車両の運行開始と聞くと、じっとしてい

られなくなり「初物鉄」の血が騒ぎます。東海道線尾頭

橋駅の開業、名城線の環状運転開始と「あおなみ線」

開 業 （ 同 日 ） 、 名 鉄 空 港 線 開 業 と 同 日 運 転 開 始 の

「ミュースカイ」初乗りなど、名古屋周辺が中心ですが、

「私の趣味」

事務局長　飯沼　克己

～最近は「鉄分」が不足気味かも～



中部国際空港駅開業日（２００５年１月２９日）
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これまでで最も大規模だったのは、東北新幹線の開業

時です。

　昭和５７年６月２３日に大宮・盛岡間が開業するのと引

き換えに、在来線の特急「やまびこ」が廃止されることと

なり「開業初日に乗りたい」という気持が強くなりました。

前日に在来線の「やまびこ」（運転の最終日）で盛岡へ

行き、開業日に新幹線の「やまびこ」で帰ってくる、とい

うとんぼ返りの「山びこツアー」を企画、１か月前に開業

日の新幹線指定席を確保の上、実行しました。

　２２日の在来線「やまびこ」は、最終日であるものの、

翌日に新幹線が開業することもあってか、「葬式鉄」の

ような悲しい雰囲気はありませんでした。盛岡到着時の

車掌さんの放送も「在来線やまびこは本日限りである

が、明日からは新幹線やまびこが運行を開始するの

で、引き続き利用してほしい」という前向きなものでし

た。

　そして開業当日、盛岡市は街中が歓喜一色、長年待

ち望んでいた新幹線が開業した喜びに満ちあふれてお

り、そうした地元の方々の気持ちがこちらにも伝わって

きて、私も嬉しくなりました。このような晴れがましい雰囲

気が好きなので「初物鉄」はやめられません。

　ただ、ここ１５年間ほどは、子供の教育費や親の介護

等で「乗り鉄」「初物鉄」とも思うような活動（？）ができて

いません。そのような逆境下でも実行可能なのが「妄想

鉄」～私の定義は「時刻表を読んで」いろいろ楽しむこ

と～です。例えば、Ａ駅からＢ駅まで「最も早く」とか「最

も安く」などといった条件を付けて移動する手段を見つ

けるといった、時刻表一冊あればゲーム感覚で楽しめ

るもので、「乗り鉄」等と比べて安上がりなのも魅力で

す。

　新幹線の整備に伴い「早く」に関しては、昔とは比べ

ものにならなくなっていますが、移動手段を「在来線」に

限定した場合、様相が大きく変わってきます。新幹線開

業に伴い、並行在来線の特急列車が廃止され普通列

車ばかりになったり、もっとひどい場合は、並行在来線

をＪＲから切り離すという「荒業」も行われています。

　次の写真は４０年前（東北新幹線開業前）と現在の東

北本線（上野黒磯間）の時刻表です。左上の４０年前は

特急や急行が中心で、普通列車はその合間を“細々

と”走っていたのに対し、右下の現在は特急１本のみで

普通列車が主役になっています（日常生活には便利な

ダイヤですが）。

　また、国鉄時代は全国一律のルールだったため、「安

く」という点に関して、出張する同僚の相談に乗るなど、

実用の面でも役に立っていましたが、分割民営化後

は、各社が独自のルールを定めたり、割引切符を発売

したりと、時刻表だけでは対処しきれない状態になって

います。

　各社ＨＰ等で調べれば分かるものの「使えるのは時刻

表一冊のみ」という条件にした場合、昔のような楽しみ

方ができなくなっているのは残念です。

　　　　　　　　　

　「趣味」という楽しい話なのに、最後はなんだか愚痴ば

かりになってしまいましたが、これは最近、家の事情等に

昭和５５年１０月号

令和２年３月号

＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊

地下鉄名城線環状運転初日（２００４年１０月６日）



環境・時の話題
「洪水災害の予測」

１．はじめに

　近年、夏になると決まって豪雨による河川の氾濫や市

街地の浸水が起き、深刻な被害が起きています。今年

の７月にも、熊本県の球磨川が氾濫し、高齢者施設な

どで大きな被害があったばかりです。天白川水系や庄

内川水系が溢水した東海豪雨は２０００年ですから、

ちょうど２０年たったところです。
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集中豪雨が発生したとき、自分の近くの川がどれくらい

危険なのか、全国の中小河川の氾濫の切迫度を予測

する「危険度分布」の運用が近年始まっています。

２．洪水警報の危険度分布とは？

　大雨の発生頻度は年々高まっているそうです。気象

庁のデータによると、１９７６～１９８５年の１０年間に発

生した１時間５０mm以上の大雨の年間発生件数は年平

均２２６年に比べて、２０１０～２０１９年では年平均３２７

回で、約４割増加しています。

　こうした中、気象庁は２０１７年から、それまでの大規

模河川だけでなく、中小河川を含めた全国２万１０００の

河川について、「洪水警報の危険度分布」を公表するよ

うになりました。これは、河川の各場所にどれくらい洪水

の危険が迫っているかを色分けして示したものです。テ

レビの災害速報などでも目にしますが、気象庁のホー

ムぺージで閲覧でき、１０分ごとに更新されます。

　試しに自宅周辺をスクロールしてみました。洪水警報

が出ていないときだったので、河川に洪水の危険度を

示す色はついておらず、水色で河川が示されていまし

た。ちなみにこの図には、併せて洪水浸水想定区域も

色分けされています。私の自宅裏の紫川(全長２．５km)

という小さな川の周辺は洪水浸水が想定されていなく、

少し安心しました。しかしよく考えてみれば、海の目の

前でもあるので、昭和３４年の伊勢湾台風では洪水どこ

ろか、高潮で床上浸水したそうです。また、子供が通っ

ている小学校の裏の御津川(全長９km)の沿岸部東側

周辺は洪水浸水の恐れありの色付けがされており、注

意 が 必 要 だ と 感 じ ま し た 。 皆 さ ま も ご 自 宅 の 周 辺 を

チェックすると面白い発見があるかもしれません。

３．洪水警報の危険度分布の見方

　危険度分布の一例として、平成２８年（２０１６年）の台

風１０号が東北地方太平洋側に史上初めて上陸した、

８月３０日の岩手県岩泉町付近の洪水警報の危険度分

布図を見てみます(２０１７年の運用前のもの)。図の右

下にある凡例には、危険度の色分けが示されています。

気象庁ホームページ　　　　　　　
(https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html)

平成２８年８月３０日（岩手県岩泉町）の洪水警報の危険度分布（気象庁ＨＰより抜粋）

より「乗り鉄」「初物鉄」とも思うように活動できない、すな

わち「鉄分」が不足しているのが原因かも知れません。

　そこで、愛環協会員の皆様に提案させていただきま

す。

　愛環協の中で鉄道が好きな皆様が集う「愛環協鉄道

同好会（仮称）」を作りませんか？

　「鉄道が趣味」と明らかにすると「子供じみている」「ヲ

タク」などと言われるのを敬遠して、「鉄道趣味」を公言

しない方も多くいらっしゃるのではないでしょうか。

　どんなジャンルでもかまいません。鉄道が好きな方は

ぜひ事務局までご一報ください。

　互いに「鉄分を補給」しながら楽しむことにより、日々

の生活をもっと充実したものにしませんか。



「濃い紫」は、災害がすでに発生していてもおかしくな

い「極めて危険」な状態です。避難するにはすでに遅

く、建物の上階に行くなど、外には出ず命を守る行動を

とるのが原則です。「うす紫」は、３時間以内に濃い紫の

状態になると予測される「非常に危険」な状態です。避

難するなら遅くともこの段階で決断し、行動に移す必要

があります。「赤」は３時間以内に洪水警報レベルに達

するとみられる「警戒」の状態で、高齢者などは非難を

始めることが推奨されます。「黄」は３時間以内に洪水

注意報レベルになると予測される「注意」の段階です。

　この地図の右側の小本川の高齢者福祉施設近くで

は、１５時１０分は「赤」の「警戒」が必要な状態で、上流

部には「うす紫」の「非常に危険」が大きく広がっていま

した。その３時間後の１８時１０分には下流のほとんども

「濃い紫」になって、災害が発生していてもおかしくない

状況に陥っていたことが分かります。実際１８時頃に

は、施設内に胸の高さまで氾濫した川から濁流が押し

寄せ、それから１時間半後には水没し、翌朝まで施設

に近づくことさえできず、救助活動ができなったそうで

す。沿岸に近い河川でも「黄」の「注意」や「赤」の「警

戒」が「濃い紫」になっていたことからも洪水災害の大き

さが想像できます。

　危険度分布は１０分ごとに更新されるため、続けて見

ると、上流に現れた危険な状態が、時間とともに下流に

流れてくるように見えるそうです。実際の豪雨時などに

は、下流にいる人が上流の状況の変化もチェックし、数

時間後の予測に役立てることができます。特に中小河

川は、川幅が狭く短いため短時間で一気に増水し、避

難する時間的猶予が足りません。周辺の水位の上昇が

始まってから避難を始めたのでは間に合いません。した

がって、２０１７年から中小河川にも拡大し運用が始まっ

た危険度分布が有効です。

４．雨量ではなく災害を予測

　気象庁が危険度分布のもとになる、災害の新たな指

標作りに乗り出したのは、東海豪雨により都市水害への

関心が高まり、予測精度の向上が求められるようになっ

た２００１年頃からです。

　それまではレーダーを用いた雨雲観測から雨量を予

測し、基準値を超えた場合、洪水警報が出される仕組

みでした。しかし、雨量は必ずしも洪水災害の指標には

なりません。実際には、同じ雨の量が降っても、氾濫や

浸水が起こるかどうかは、川の形状や、周囲の地形、土

壌の性質などに左右されます。例えば、都市部ではア

スファルトに水が浸み込みにくく、雨量が増えるとあっと

いう間に増水が起こることがあります。一方、非都市部

では土壌に大量の水が浸透するため、都市部よりも増

水が起こりにくい場合があります。また、川底が水を通し

やすい火山岩などだと、雨水が速やかに川底を抜け

て、氾濫が起こりにくくなります。

５．洪水災害の予測モデル

　豪雨で降った雨は、土壌のより深いところに浸透する

か、地表面を流出して下水道などに流れるなどして、近

くの河川に排水されます。この過程を数式で表すため

に、日本の国土を１km四方の格子に切り分け、各格子

で雨水が地中にしみ込む過程を次の図の左右にある

「タンクモデル」で表します。

　例えば、右側の都市部のタンクモデルをご覧くださ

い。地表に降った雨は、タンクにたまり、タンクの下の穴

からポタポタと順に落ち、一番下のタンクのみから水が

流出します。このタンクにある水の総量が、実際の１ｋｍ

格子の地表にたまっているある時点での雨水の総量に

対応します。一番下のタンクから流出する水は、その格

子から流出する(わずかな浸透も含む)水の量に相当し
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洪水災害の予測モデル（気象庁ＨＰより抜粋）
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　この猛暑がいつまで続くのかと思っていたのも束の

間、１０月に入り一気に秋らしさを感じるようになりまし

た。あと１ヶ月もすれば、表紙写真のような素晴らしい紅

葉を目にすることになるのでしょう。「Ｇｏ Ｔｏ トラベル」

（旅行の秋）も良し、「Ｇｏ Ｔｏ イート」（食欲の秋）も良

し、様々な秋の楽しみ方がありますね。

　広報ＷＧのメンバーが一部交代になりました。３年間

ご活躍された糸魚川委員に代わり、（一社）愛知県薬剤

師会の中野雅則さんと（株）テクノ中部の森山竜吉さん

が加わり新体制で臨みます。これからも、ホットな話題、

楽しい話題をみなさまに提供していきます。

編集後記（林　辰哉）

事務局からのお知らせ

【環境測定分析新任者研修会】

　令和２年１０月２８日（水）

【環境計量士等研修会】

　令和２年１１月２０日（金）　

【２０２０年度第１回共同実験結果検討会】

　開催決定　　　　　　　　　　

【ＳＯＰ研修会】

　令和３年１月２０日（水）　  

ます。タンクの総量を超えあふれるほど大量の雨が降る

と、その格子からは通常量を超える水が流出する(洪水)

ことになります。

　一方、左側の非都市部のタンクモデルでは、都市部

のモデルに比べて蓄えられる水の総量が多くなってい

ることが分かります。また、流出口は、都市部のモデル

では一番下のタンクにある１つのみでしたが、非都市部

では各タンクに２、３個あります。これは主に土壌への浸

透による流出を表しています。

　タンクの大きさや数、タンクの穴や口の大きさや位置

などは、過去にその格子で観測された雨量と地表にた

まった水量のデータに合うように、格子ごとに設定され

ています。またその土地の土壌や傾斜などの固有の特

徴もモデル数式に織り込むことができます。

　最終的に、レーダーで予測される雨量などを各格子

のタンクモデルに入力すると、その場所にたまる水の量

と、周りに流出する水の量が予測できます。さらに近く

に川がある格子については、各格子から流出し川に流

れ込む水の量を計算することにより、その川の水位変化

を別の数式を用いて予測することもできます。これらの

数式による計算をもとに、現在の洪水警報や大雨(浸水

害)警報の危険度分布が予測・発出されています。

６．参考文献

・「日経サイエンス　２０２０年１０月号」日経サイエンス社

・気象庁HP

　「洪水警報の危険度分布」

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html

　「知識・解説　表面雨量指数」

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/hyo

menshisu.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：大場　恵史

　当面の愛環協主催事業の実施につきましては、新

型コロナ感染拡大防止の観点から、オンライン開催で

の対応など、開催方法の検討を行っています。

　開催の有無を含め詳細は愛環協ＨＰ等で随時ご案

内いたします。

オンライン開催

開催方法検討中

開催日程及び方法検討中

開催方法検討中


